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木曽川文庫 Vol.3
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木曽川文庫は治水の資料館。
水の大切さや恐ろしさを歴史から学び、

これからの治水を皆様とともに
考えていきたいと思っています。

今回は水郷の里、長島町の歴史と現状、
そして現在進行中の治水事業をご紹介します。

INDEX ………………………………………

ふるさとの街・探訪記
 ▶情熱が、21世紀の長島を創造する。

面白WATCHING
 ▶旅行バックなんかいらない。
 　スニーカーをはいて、リバーサイド・WALKING

歴史ドキュメント
 ▶海抜マイナスゾーンの治水事業

TALK&TALK
 ▶治水事業の課題『安藤安男先生』

民話の小箱
 ▶川立地蔵の不思議な夢
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木
曽
三
川
下
流
部
に
位
置
す
る
輪
中
地
帯
は
、

海
抜
ゼ
ロ
ⅿ
地
帯
。
人
々
は
度
重
な
る
水
害
に
苦

し
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
窮
状
を
打
開
す
る
た

め
、
明
治
20
年
（1887

）、
三
川
の
分
流
を
目
的

と
し
た
明
治
改
修
が
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
長
島
町

の
横
満
蔵
地
区
は
、
明
治
改
修
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
記
念
す
べ
き
場
所
で
す
。

明
治
26
年
（1893

）
に
は
長
良
川
工
事
に
着

手
。
長
島
輪
中
の
西
部
、
松
ノ
木
〜
千
倉
地
内
に

新
堤
を
構
築
し
、
長
良
川
の
新
河
道
を
開
削
し
ま

し
た
。
こ
の
明
治
改
修
に
よ
り
水
害
は
激
減
し
ま

し
た
が
、
広
域
に
渡
っ
て
潰
地
が
発
生
。
横
満
蔵

の
太
田
松
次
郎
は
北
海
道
移
民
政
策
に
呼
応
し
、

率
先
し
て
移
住
を
勧
め
、
明
治
28
（1895

）
〜

32
年
（1899

）
ま
で
174
世
帯
が
移
住
し
、
苫
前

村
な
ど
の
原
野
へ
入
植
。
当
初
は
苦
難
の
連
続
で

あ
っ
た
開
拓
も
や
が
て
は
結
実
し
て
い
ま
す
。
苫

前
町
に
は
ふ
る
さ
と
長
島
を
し
の
ん
で
長
島
と
い

う
地
名
が
残
さ
れ
、
昭
和
56
年
に
は
長
島
・
苫
前

の
友
好
町
の
関
係
が
成
立
。
以
後
両
町
の
交
流
は

年
を
追
っ
て
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

長
島
町
は
木
曽
三
川
に
囲
ま
れ
た
、
長
い
島
の

町
。
そ
の
名
の
由
来
は
、
南
北
に
長
い
た
め
、
あ

る
い
は
七
つ
の
州
を
囲
ん
だ
『
七
島
』
だ
か
ら
と

も
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
地
名
が
初
め
て
歴
史
文

献
に
現
わ
れ
て
く
る
の
は
、
平
安
時
代
末
期
で
す
。

寛
元
３
年
（1245

）
に
は
、
前
摂
政
藤
原
道
家

が
故
あ
っ
て
長
島
の
地
に
流
さ
れ
、
以
来
戦
略
上
の

拠
点
と
し
て
幾
度
も
戦
渦
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
菅
沼
氏
、
松
平
氏
な
ど

が
長
島
藩
主
と
な
り
、
新
田
開
発
や
治
水
事
業
が

盛
ん
に
行
わ
れ
、
ま
た
、
東
海
道
の
熱
田
宮
の
渡

し
か
ら
海
上
の
七
里
の
渡
し
や
、
佐
屋
の
渡
し
は
、

い
ず
れ
も
長
島
を
縫
う
よ
う
に
通
行
し
、
交
通
の

要
衡
と
し
て
も
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
は
、
近
代
的
治
水
事
業
・
明
治
改

修
が
行
わ
れ
、
長
島
は
現
在
の
よ
う
な
地
形
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
34
年
（1959

）
の

伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
、
ほ
ぼ
全
町
が
水
没
。
壊
滅

状
態
に
陥
り
ま
し
た

が
、
人
々
の
努
力
に

よ
り
完
全
に
復
興
。

現
在
は
「
第
２
次

長
島
町
長
期
総
合

計
画
」
の
も
と
、
21

世
紀
に
向
け
て
、
積

極
的
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

尾
張
の
織
田
信
長
と
一
向
宗
の
願
護
寺
の
間
に

起
こ
っ
た
戦
い
は
、
日
本
の
歴
史
上
で
も
、
最
も

悲
惨
な
戦
い
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

親
鸞
上
人
に
よ
る
浄
土
真
宗
は
八
世
蓮
如
の

頃
、
教
勢
が
著
し
く
拡
大
。
蓮
如
の
子
蓮
淳
が
、

長
島
の
杉
江
に
あ
る
願
證
寺
の
寺
主
に
迎
え
ら
れ

た
の
は
、
明
応
６
年
（1497

）
の
こ
と
。
当
時

長
島
は
伊
藤
一
族
の
支
配
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
圧
政
に
耐
え
か
ね
た
農
民
が
願
證
寺
に
集

結
。
一
族
を
こ
の
地
よ
り
追
い
払
い
、
事
実
上
の

支
配
権
を
握
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
願
證
寺
は

信
長
に
追
わ
れ
た
落
武
者
を
受
け
入
れ
て
か
ら
さ

ら
に
強
大
化
。
元
亀
２
年
（1571

）、
３
回
に
渡

る
信
長
と
の
決
戦
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
網
の
目

の
よ
う
に
入
り
組
ん
だ
木
曽
三
川
河
口
や
輪
中
地

帯
の
利
点
を
生
か
し
、
最
後
ま
で
抵
抗
し
た
長
島

城
も
天
正
二
年
（1574

）
に
は
落
城
。『
死
ね
ば

極
楽
』
と
勇
敢
に
戦
っ
た
一
向
宗
門
徒
の
多
く
は

殉
死
。
そ
の
願
證
寺
は
明
治
の
河
川
改
修
に
よ

り
、
今
で
は
長
良
川
の
河
床
に
沈
ん
で
い
ま
す
。

水
と
と
も
に
生
き
る
長
島
は
、
自
然
の
恩
恵
を

受
け
て
農
業
が
発
展
。ト
マ
ト
の
新
種
で
あ
る「
ハ

ウ
ス
桃
太
郎
」
の
先
駆
的
産
地
で
あ
り
、
生
産
量

及
び
品
質
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
脚
光
を

浴
び
る
「
な
ば
な
」
は
長
島
町
が
発
祥
の
地
で
あ

り
、
名
づ
け
親
で
す
。
油
菜
の
一
種
で
、
若
い
芽

や
葉
、
茎
の
部
分
を
食
用
と
し
、
ビ
タ
ミ
ン
も
豊

富
。
各
地
の
食
卓
へ
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ノ
リ
の
養
殖
は
長
島
を
代
表
す
る
水
産
業
で

す
。
他
に
も
、
ウ
ナ
ギ
、
ボ
ラ
、
コ
イ
な
ど
、
河

口
域
な
ら
で
は
の
鮮
魚
が
漁
獲
さ
れ
、
ウ
ナ
ギ
や

ボ
ラ
雑
炊
は
長
島
の
郷
土
料
理
と
し
て
お
な
じ
み

で
す
。
ま
た
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
し
じ
み
採
り
を
楽

し
む
、
た
く
さ
ん
の
人
々
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

街 ・ 探 訪 記のとさるふ

水
郷
の
町
長
島
の
歴
史

願
證
寺
の
門
徒
が
一
斉
に

蜂
起
し
た
長
島
一
向
一
揆

豊
か
な
水
の
恵
み
が
生
ん
だ
特
産
物

（
農
業
＆
水
産
業
）

明
治
改
修
と
影
の
功
労
者
た
ち

情
熱
が
、　
世
紀
の
長
島
を
創
造
す
る
。
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長
島
町
は
木
曽
三
川
の
運
ん
だ
土
砂
が
堆
積
し
た
デ
ル
タ
地
帯
。

本
州
太
平
洋
岸
の
中
部
、
伊
勢
湾
の
最
奥
、
三
重
県
の
東
北
端
に
位
置
し
、

近
鉄
名
古
屋
線
、
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
の
ほ
か
、
東
名
阪
自
動
車
道
、

国
道
1
号
、
23
号
線
が
横
断
し
て
お
り
、
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
低
平
地
で
、

周
囲
は
木
曽
川
・
長
良
川
・
伊
勢
湾
に
囲
ま
れ
、
一
大
輪
中
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

水
に
囲
ま
れ
た
長
島
町
は
そ
れ
ゆ
え
に
洪
水
に
苦
し
み
、

そ
の
歴
史
は
ま
さ
に『
水
と
の
闘
い
』と
い
え
ま
し
ょ
う
。

反
面
、
水
郷
の
町
と
し
て
、
都
市
近
郊
の
農
業
地
域
と
し
て
発
展
を
遂
げ
、

『
産
業
の
活
性
化
と
快
適
。
安
全
な
暮
ら
し
を
め
ざ
し
て
』、

ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

木
曽
川
や
揖
斐
川
は
、上
流
部
の
ダ
ム
に
よ
っ
て
、洪
水
時
の
ピ
ー

ク
流
量
を
軽
減
す
る
治
水
対
策
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
長
良
川
に
は
洪
水
調
節
の
ダ
ム
を
建
設
す
る
適
地
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
洪
水
時
の
流
量
の
大
部
分
を
そ
の
ま
ま
流

さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、そ
の
負
担
は
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長
良
川
が
い
か
な
る
洪
水
に
際
し
て
も
、
安
全
に
水
を
流
す
た
め

に
は
、
断
面
積
を
広
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
は
川
底
を
掘
る

浚
渫
が
最
前
の
方
法
で
す
。

そ
こ
で
現
在
、
塩
水
の
遡
上

を
食
い
止
め
、
浚
渫
を
可
能
に

す
る
長
良
川
河
口
堰
の
建
設
が

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。堰

上
流
部
の
淡
水
化
さ
れ

た
水
の
一
部
は
都
市
用
水
と
し

て
、
毎
秒
最
大
22.5
㎥
を
供
給
。

地
盤
沈
下
の
進
ん
で
い
る
濃
尾

平
野
で
地
下
水
汲
み
上
げ
の
肩

代
わ
り
の
一
助
と
も
な
り
、
中

部
圏
に
と
っ
て
重
要
な
事
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
治
水
事
業

『
長
良
川
河
口
堰
建
設
の
現
状
』

長良川河口堰完成予想図

明治改修着工の碑

長島町特産品

長島一向一揆殉教之碑
木曽川筋尾濃勢三国之図

長島町全景
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歴
史
ゾ
ー
ン

１
輪
中
の
郷
・
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

「
輪
中
」
を
テ
ー
マ
に
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
親

し
む
輪
中
の
郷
。
そ
の
第
一
弾
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
は
、
長
島
町
の
成
り
立
ち
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
、
楽
し
み
な
が

ら
郷
土
が
学
べ
る
映
像
ホ
ー
ル
か
ら
成
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
。
平
成
五
年
春
に
は
郷
土
資
料

館
や
農
業
体
験
実
習
棟
も
オ
ー
プ
ン
の
予
定
。
心
の
豊

か
さ
を
は
ぐ
く
む
総
合
的
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

２
伊
勢
湾
台
風
復
旧
仮
締
切
工
事
完
成
記
念
碑

昭
和
34
年
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
、
長
島
町
の
ほ
ぼ

全
域
が
水
没
。
堤
防
の
応
急
締
切
工
事
は
日
夜
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
ら
れ
、
最
後
に
松
蔭
地
先
決
壊
箇
所
の
潮
止

工
事
が
完
了
し
た
の
は
、
決
壊
よ
り
五
四
日
目
の
こ
と

で
し
た
。

３
七
里
の
渡
し
と
青
鷺
川

尾
張
の
宮
と
桑
名
の
間
は
、
有
名
な
「
七
里
の
渡

し
」。
干
満
の
差
や
、
天
候
、
船
の
大
小
に
よ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ト
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
17
世
紀

末
に
な
る
と
、
満
潮
時
の
木
曽
川
と
長
良
川
を
結
ぶ
航

路
は
、
青
鷺
川
〜
白
鷺
川
に
固
定
。
し
か
し
、
明
治
20

年
代
の
河
川
改
修
に
よ
っ
て
青
鷺
川
は
廃
川
と
な
り
、

埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
国
道
23
号
線
が
通

り
、
往
時
の
面
影
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
レ
ジ
ャ
ー
ゾ
ー
ン

１
長
島
温
泉
ス
パ
ー
ラ
ン
ド

昭
和
38
年
、
良
質
な
温
泉
が
噴
き
出
し
た
こ
の
地
区

は
、
東
海
地
区
最
大
級
の
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
に
発
展
。

最
新
の
乗
り
物
や
夢
が
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
年
間
約
400
万
人
が
訪
れ
、
幸
せ
そ
う
な
笑
顔

が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

２
長
島
運
動
公
園

野
球
、
テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
グ

ラ
ン
ド
が
あ
る
木
曽
川
河
川
敷
。
仲
間

と
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
な
が
ら
、
豊

か
な
自
然
の
中
で
思
い
き
り
深
呼
吸
。

３
リ
バ
ー
サ
イ
ド
リ
ゾ
ー
ト

水
辺
で
は
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
花
盛

り
。
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
や
ウ
ィ
ン
ド

サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
派
の

若
者
た
ち
が
各
地
か
ら
集
ま
り
ま
す
。

面白WAT C H I N G

旅
行
バ
ッ
ク
な
ん
か
い
ら
な
い
。

ス
ニ
ー
カ
ー
を
は
い
て
、

リ
バ
ー
サ
イ
ド
・Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

豊
か
な
水
郷
の
町
、
長
島
町
。

緑
は
ま
す
ま
す
鮮
や
か
に
、
ま
ば
ゆ
い
夏
の
太
陽
は
川
面
を
染
め
あ
げ
る
。

こ
こ
に
は
、
水
の
育
ん
だ
自
然
や
風
土
、
そ
し
て
歴
史
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

水
と
と
も
に
生
き
る
人
々
の
、
明
る
い
笑
顔
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
も
っ
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、
も
っ
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
、

川
の
流
れ
に
耳
を
澄
ま
し
て
、

す
て
き
な
水
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
き
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
？

長島町を彩る季節の祭り

─８月２日─
長島町の夏を彩る一大フェスティバル。仕掛け花
火や金魚すくい、子供相撲大会、特産品品評会な

ど、情緒たっ
ぷりのおまつ
りは、夏の風
物詩として人
気です。

─７月24・25日─ ※長島町の無形文化財

三台の山車が提灯をともして町内を練り歩く石取
祭りは長島を代表する祭りの１つ。稲荷社境内の
秋葉社の石取神事として行なわれ、神社の玉垣の
敷石を一年に一度更新するために、美しい石を町
屋川から拾い取ってきたのが始まりです。

石取祭（萱町・中町・下町）

水郷まつり

北島獅子舞（西方面）
─９月14・15日─ ※長島町の無形文化財

元禄12年（1699）、北島村の氏子より獅子頭２頭、
天狗面２面、太刀１振りが八幡神社に奉納され、
以後毎年９月14
日には、北島神社
で、15日には 八
幡神社で獅子舞
の行事が行なわ
れています。

KISSOをご愛読の皆様へ。編集部から耳
寄りなお知らせです。KISSOでは、あなた
のナンバーワンをお待ちしております。絵
画、作文、俳旬、工作など、川にまつわる作
品ならなんでも結構です。どんどんご応募下
さい。応募作品は厳正なる審査の上選考し、
当選作品はKISSO誌面に発表。と同時に、
木曽川文庫にも展示させて頂きます。皆様の
作品を、お待ちしています。

●　応　募　先　●
船頭平閘門管理事務所
木曽川文庫̏KISSO編集部̋
〒496愛知県海部郡立田村福原
　　　☎（0567）24-6233

コラム「だからNO.1」

長島温泉スパーランド

熱田桑名渡海之図

輪中の郷ふるさとセンター完成予想図

七里の渡し旧跡の碑 伊勢湾台風復旧仮締切工事完成記念碑
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T A L K & T A L K

 
伊
勢
湾
台
風
と
高
潮
堤
防

昭
和
34
年
九
月
二
六
日
に
襲
来
し
た
伊
勢
湾
台

風
の
規
模
は
我
が
国
史
上
三
番
目
、
そ
の
被
害
は

他
に
類
の
な
い
激
し
い
も
の
で
し
た
。
異
常
潮
位

の
た
め
各
地
で
堤
防
決
壊
が
起
こ
り
、
海
抜
０
ⅿ

の
低
平
地
帯
三
一
、
○
○
○
ha
の
地
域
に
海
水
が

侵
入
。
地
盤
の
低
い
沿
岸
部
で
は
一
二
〇
日
も
湛

水
し
続
け
ま
し
た
。

長
島
町
を
囲
む
堤
防
は
15
カ
所
で
決
壊
し
、
町

の
大
部
分
が
海
水
に
の
ま
れ
、
死
者
三
八
○
名
余

り
。
そ
の
惨
状
は
目
を
覆

う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧

事
業
は
昭
和
37
年
度
に
完

成
し
ま
し
た
が
、
海
抜
０

ⅿ
地
帯
で
は
、
昭
和
35
年

頃
か
ら
進
行
し
た
地
下
水

の
汲
み
上
げ
を
主
因
と
す

る
広
域
地
盤
沈
下
で
さ
ら

に
拡
大
。
伊
勢
湾
台
風
級

の
台
風
に
耐
え
う
る
高
潮

堤
防
も
、
こ
の
地
盤
沈
下

に
よ
り
、
機
能
が

低
下
し
ま
し
た
。

堤
防
の
か
さ
上

げ
に
よ
る
緊
急
対

策
は
、
昭
和
63
年

度
で
一
応
完
了
し

て
い
ま
す
が
、
高

潮
堤
防
の
本
格
的

補
強
は
こ
れ
か
ら

が
本
番
。
建
設
省

で
は
河
川
の
改
修

事
業
と
併
せ
て
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 
沈
静
化
を
み
せ
る
地
盤
沈
下

長
島
町
白
鶏
地
区
内
の
地
盤
沈
下
は
、
昭
和
36

年
か
ら
平
成
２
年
ま
で
の
累
積
で
一
五
八
㎝
に
及

ぶ
沈
下
量
を
記
録
。
常
に
高
潮
、
洪
水
、
内
水
氾

濫
等
の
不
安
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
東
海
三
県
で
地
下
水
汲
揚
規
制
と
地
下
水
監

視
を
実
施
。
年
間
の
沈
下
量
は
昭
和
50
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
、
同
55
年
頃
か
ら
は
僅
か
な
沈
下
量
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
地
下
水
監
視
と
地
盤

沈
下
防
止
対
策
の
一
層
の
強
化
が
大
切
で
す
。

 

着
々
と
進
行
す
る
内
水
対
策

長
島
輪
中
で
は
湛
水
し
た
水
を
自
然
に
排
出

す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
排
水
機
場
を
各
地
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
49
・

50
・
51
年
に
深
刻
な
内
水
被
害
が
発
生
。
こ
の
た

め
建
設
省
で
は
、
昭
和
57
年
か
ら
長
島
川
流
末
に

長
島
排
水
機
場
の
建
設
を
開
始
。
全
体
排
水
計
画

で
は
10
㎥
／
秒
の
う
ち
、
現
在
、
４
㎥
／
秒
の
ポ

ン
プ
が
２
台
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
長
島

川
や
用
水
・
排
水
路
の
整
備
が
進
み
、
長
島
輪
中

内
の
排
水
系
統
は
、
千
倉
・
福
豊
・
大
島
・
松
蔭

の
四
系
統
で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

輪
中
地
帯
の
水
防
意
識

「
…
今
や
決
壊
せ
ん
と
す
る
一い

ち

刹せ
つ

那な

、
大
垣
藩

士
の
水す

い
ぼ
う防

士し

出で

ば張
り
来き

た

り
水
防
夫
を
督と

く
れ
い励

し
、
遂

に
堰せ

き
と

め
得
た
り
。
其
の
動
作
の
活
発
に
し
て
激
烈

な
り
、
実
に
古こ

昔せ
き

の
戦
争
も
斯か

く
や
と
思
わ
れ
た

り
…
」
こ
れ
は
江
戸
期
に
お
け
る
大
垣
輪
中
の
水

防
活
動
を
リ
ア
ル
に
描
写
し
た
も
の
で
す
。

か
つ
て
の
輪
中
地
域
の
輪
中
堤
の
規
模
は
、
現

在
の
連
続
堤
か
ら
み
れ
ば
、
ま
こ
と
に
貧
弱
な
も

の
で
し
た
。
し
か
し
、
洪
水
回
数
に
比
較
し
て
そ

の
被
害
は
軽
微
な
も
の
。
そ
れ
は
氾
濫
パ
タ
ー
ン

の
相
違
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
地
域

住
民
の
強
い
水
防
意
識
、
言
う
な
ら
ば
輪
中
意
識

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
地
方
の
人
々
は
、
そ
の
特
有
の
気
質
と
し

て
〝
輪
中
根
性
〞
を
ひ
き
あ
い
に
出
し
ま
す
。
そ

の
場
合
に
多
分
に
自
虐
的
な
意
味
を
込
め
て
い
ま

す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
治
水
行
政
の
未
熟
な
時
代
に

あ
っ
て
は
、
わ
が
輪
中
の
み
を
守
り
抜
く
強
い
水

防
意
識
│
防
災
意
識
│
の
み
が
唯
一
の
精
神
的
な

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
意
識
が

必
要
以
上
に
高
揚
さ
れ
る
と
水
論
と
な
り
、
対
立

抗
争
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
。
こ
れ
が
俗

に
言
わ
れ
る
流
血
の
水
争
い
で
す
。

し
か
し
、
か
つ
て
の
輪
中
の
人
々
も
決
し
て
妥

協
を
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
熟
談
和
解
の
た
め
の
約や

く
じ
ょ
う定

を
も
っ
て
い
ま
し

た
。例

え
ば
、
隣
接
す
る
輪
中
堤
の
堤
高
を
制
限
す

る
定

じ
ょ
う

杭ぐ
い

約
定
や
、
納な

つ

得と
く

金き
ん

約
定
、
江え

代だ
い

米ま
い

約
定
な

ど
が
そ
れ
で
す
。
輪
中
地
域
と
い
う
特
異
な
環
境

を
考
え
る
と
き
、
い
ま
一
度
、
輪
中
の
人
々
が
創

り
出
し
た
生
活
の
知
恵
を
想
起
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

5

木
曽
三
川
の
河
口
に
で
き
た
三
角
州
が

変
貌
し
て
島
と
な
っ
た
長
島
町
は
、
島
を
水

か
ら
守
る
た
め
、
輪
中
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

用
・
排
水
は
潮
の
干
満
に
委
ね
ら
れ
、
各
集

落
の
外
面
に
水
門
を
建
て
て
水
の
管
理
に
当

た
り
、『
水
守
』
役
員
制
度
発
足
し
ま
し
た
。

明
治
38
年
に
は
千
倉
に
初
の
二
段
式
蒸
気

機
関
に
よ
る
排
水
機
場
を
設
置
。
満
潮
時
に

は
休
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
自
然
排

水
に
比
べ
、
大
い
に
能
力
を
発
揮
。
大
正
６

年
、
蒸
気
に
よ
る
水
車
式
排
水
機
を
近
代
的

な
、
渦
巻
式
ス
ク
リ
ュ
ー
ポ
ン
プ
に
改
良
。

煉
瓦
造
り
の
大
煙
突
が
建
て
ら
れ
、
一
時
は

長
島
町
の
風
物
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和

６
年
に
は
、
蒸
気
機
関
を
廃
し
、
電
動
機
に

改
良
。
湛
水
の
被
害
も
減
少
し
、
豊
か
な
実

り
の
秋
を
迎
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
島
町
の排水

機
場
の
変
遷

花園大学文学部教授
伊藤安男先生

伊
藤
安
男
（
い
と
う
や
す
お
）

花
園
大
学
文
学
部
史
学
科
教
授
。
日
本
地
理
学
会
評
議
員
、

岐
阜
地
理
学
会
会
長
及
び
岐
阜
県
郷
土
資
料
研
究
評
議
会

会
長
。
輪
中
研
究
に
て
妓
阜
県
芸
術
文
化
奨
励
賞
受
賞
。

主
な
る
著
書
『
輸
中
』
『
長
良
川
を
歩
く
』『
岐
阜
県
地
理

　
　
　
　
　
　
あ
る
き
』
な
ど
。

主
な
る
論
文
「
輪
中
の
災
害
と
治
水
」
「
輪
中
の
水
論
」

　
　
　
　
　
「
蘭
人
技
師
デ
レ
ー
ケ
と
砂
防
」「
明
治
前
期

　
　
　
　
　
　
の
治
水
思
想
」

　
　
　
　
　
「
木
曽
川
改
修
工
事
と
そ
の
前
史
」
な
ど
。

濃
尾
平
野
は
日
本
で
最
大
の
広
が
り
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
。

高
度
経
済
成
長
の
あ
お
り
を
受
け
、
地
盤
沈
下
は
急
激
に
進
行
。

周
囲
を
水
に
囲
ま
れ
た
長
島
町
で
は
地
盤
沈
下
は
深
刻
な
課
題
で
す
。

そ
こ
で
建
設
省
で
は
高
潮
堤
防
の
補
強
事
業
や
内
水
対
策
を
実
施
。

水
害
の
な
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

海
抜
マ
イ
ナ
ス
ゾ
ー
ン
の
治
水
事
業

│
│
地
盤
沈
下
と
内
水
排
除
│
│

横断地形（A-A')

長島排水機場全景

長島町役場前の地盤高と
潮位の関係を示す表示板

A'

木曽長良揖斐三川改修計画図(明治改修当時)

大正時代の排水機場
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《開館時間》 午前9時～午後4時30分
《休 館 日》 毎週月曜日・祝祭日・年末年始
《入 館 料》 無料
《交通機関》 
国道1号線尾張大橋から車で約10分
名神羽島I.Cから車で約30分
東名阪長島I.Cから車で約10分
《お問い合わせ》
船頭平閘門管理所・
木曽川文庫
〒496 愛知県海部郡立田村福原
TEL（0567）24-6233

編 集 後 記
4 月 4 日、ヤコブス・デレーケ夫妻 ( デレー

ケの子孫 ) が海津町チューリップ祭りに主賓
として来日。5 月 17 日には、明治政府が招
聘したオランダ人技師の足跡を取材するた
め、オランダからルイファン・ハステレン氏
率いる撮影隊が来日。木曽川文庫や治水神社
などを撮影するなど、数多くの名士が来館さ
れました。

KISSO Vol.1 . 3 編集にあたっては長島町職
員の方々に大変お世話になり、ありがとうご
ざいました。

次号は木曽岬町特集です。ご期待下さい。
(NON)

（  　　    　　　　  ）表紙写真　　左 ：長島温泉スパーランドの花火
　　　　　右上：北島獅子舞
　　　　　右下：長島運動公園と木曽川


